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帯
広
市
で
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
も

の
づ
く
り
総
合
支
援
補
助
金
制
度
を
通

じ
、
市
内
の
中
小
企
業
な
ど
の
事
業
者

の
皆
さ
ん
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
支
援
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
採
択
件
数
は
、

10
年
間
で
89
件
に
上
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
補
助
金
支
援
と
並
行
し
て
、

新
事
業
展
開
に
向
け
た
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

や
ノ
ウ
ハ
ウ
蓄
積
に
役
立
つ
ソ
フ
ト
面

で
の
支
援
と
し
て
、「
も
の
づ
く
り
支

援
講
座
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
ず

は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ま
で
の
補
助
金
活
用
例

　

地
元
産
食
材
を
使
っ
た
低
糖
質
ス

イ
ー
ツ
や
具
材
入
り
豆
腐
製
品
、
地
域

材
を
活
用
し
た
寒
冷
地
対
応
大
型
木
造

建
築
な
ど
の
新
製
品
・
新
技
術
が
生
ま

工
業
労
政
課
（
市
庁
舎
７
階
、
☎
65
・
４
１
６
７
）

も
の
づ
く
り
の

ア
イ
デ
ア
を
支
援

問
い
合
わ
せ

売
れ
る
商
品
づ
く
り

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
自
社
商
品
の
情
報

発
信
と
し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
作
製
し
た
こ
と
で
新
規
販

路
開
拓
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

印
刷
・
出
版
会
社
が
、
北
海
道
の
魅
力

を
伝
え
る
た
め
、
新
分
野
と
な
る
ツ

ア
ー
デ
ス
ク
事
業
に
進
出
し
、
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
な
ど
を
開
発
し
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
の
募
集
開
始

　

制
度
の
詳
細
や
、
こ
れ
ま
で
の
活
用

事
例
な
ど
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
帯
広
市
も
の
づ
く
り
総
合
支
援
補
助

金
　

６
月
４
日
㈪
の
プ
レ
ゼ
ン
会
へ
の
参

加
は
必
須
。

対
象
者　

市
内
中
小
企
業
者
な
ど

補
助
率　

２
分
の
１
以
内

補
助
限
度
額　

最
大
１
５
０
万
円
（
補

助
メ
ニ
ュ
ー
に
よ
り
異
な
る
ほ
か
、
産

学
官
連
携
な
ど
に
よ
る
加
算
制
度
が
あ

り
ま
す
）

募
集
期
間　

４
月
２
日
㈪
～
５
月
25
日

㈮◆
も
の
づ
く
り
支
援
講
座

開
催
日
時　

４
月
25
日
㈬
、
５
月
８
日

㈫
、
５
月
15
日
㈫
、
全
３
回
、
い
ず
れ

も
18
時
30
分
～
21
時
30
分

場
所　

市
庁
舎
10
階

募
集
期
間　

４
月
２
日
㈪
～
18
日
㈬

国
民
年
金
か
ら
の

お
知
ら
せ

４
月
か
ら
保
険
料
改
定
、

学
生
納
付
特
例
新
年
度
受
付
開
始

戸
籍
住
民
課
（
市
庁
舎
１
階
、
☎
65
・
４
１
４
３
）、
帯
広
年
金
事

務
所
（
西
１
南
１
、
☎
25
・
８
１
１
３　
音
声
案
内
２
→
２
）

　
20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
の
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
学
生
で
納
め

る
こ
と
が
難
し
い
場
合
は
、
学
生
納
付
特
例
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
４
月
上
旬
に

送
付
さ
れ
る
は
が
き
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。
は
が
き

が
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、
申
請
書
の

提
出
が
必
要
で
す
。

　

猶
予
期
間
は
、
受
給
す
る
老
齢
基
礎

年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
年

金
を
受
給
す
る
た
め
の
条
件
に
な
る
受

給
資
格
期
間
に
は
算
入
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
猶
予
期
間
中
で
あ
っ
て
も
事
故
や

病
気
に
よ
り
障
害
が
残
っ
た
場
合
、
障

害
基
礎
年
金
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。（
表
）

過
年
度
分
も
申
請
で
き
ま
す

　

過
去
の
期
間
で
学
生
納
付
特
例
の
申

請
を
し
て
い
な
く
て
も
、
在
学
期
間
が

確
認
で
き
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
申
請
日

か
ら
２
年
１
カ
月
前
の
月
分
ま
で
は
さ

か
の
ぼ
っ
て
申
請
で
き
ま
す
。（
図
）

申
請
に
必
要
な
も
の

▽
個
人
番
号
と
本
人
確
認
が
で
き
る
も

の
（「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
ま
た
は
「
通

知
カ
ー
ド
」
と
、
運
転
免
許
証
や
パ
ス

ポ
ー
ト
な
ど
の
本
人
確
認
書
類
※
顔
写

真
付
き
で
あ
れ
ば
１
点
、
顔
写
真
な
し

で
あ
れ
ば
２
点
）
▽
年
金
手
帳
▽
印
鑑

▽
在
学
期
間
の
分
か
る
学
生
証
（
写
し

も
可
）
ま
た
は
在
学
証
明
書
（
原
本
）

な
ど

猶
予
期
間
の
保
険
料
を
納
付
す
る

「
追
納
制
度
」

　

学
生
納
付
特
例
な
ど
で
、
保
険
料
納

付
が
猶
予
さ
れ
た
期
間
は
、
保
険
料
を

全
額
納
め
た
と
き
に
比
べ
、
受
け
取
る

年
金
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
を
補
う
た
め
に
、
猶
予
さ
れ
た

期
間
か
ら
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
年
金

の
受
給
前
に
限
り
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
納

め
る
と
受
け
取
る
年
金
は
減
少
し
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
猶
予
さ
れ
た
期
間
の
翌

年
度
か
ら
起
算
し
て
３
年
度
目
以
降
に

追
納
す
る
場
合
は
、
当
時
の
保
険
料
に
、

経
過
期
間
に
応
じ
た
額
が
加
算
さ
れ
ま

す
。
追
納
を
希
望
す
る
場
合
は
年
金
事

務
所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
毎
年
度
改
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
４
月
か
ら
の
保
険
料

は
、
月
額
１
万
６
４
９
０
円
か
ら
月
額

１
万
６
３
４
０
円
に
な
り
ま
す
。（
１

５
０
円
減
）

　

国
民
年
金
制
度
は
、
20
歳
か
ら
60
歳

ま
で
の
40
年
間
加
入
し
、
そ
の
納
付
状

況
に
よ
っ
て
年
金
額
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

届
け
出
を
忘
れ
た
り
、
国
民
年
金
保
険

料
の
未
納
が
あ
る
と
将
来
受
け
取
る
年

金
額
が
少
な
く
な
る
場
合
や
、
受
け
ら

れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

　

学
生
で
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
困
難
な
場
合
、
本
人
の
所
得
が

基
準
額
以
下
（
本
人
の
所
得
金
額
が
、

１
１
８
万
円+

扶
養
親
族
×
38
万
円
で

計
算
し
た
額
以
下
の
場
合
）で
あ
れ
ば
、

申
請
に
よ
り
在
学
中
の
保
険
料
納
付
が

猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
（
平
成
30
年
４
月
～
平

成
31
年
３
月
）
の
学
生
納
付
特
例
の
申

請
受
け
付
け
は
４
月
２
日
㈪
か
ら
で

す
。
申
請
は
、
戸
籍
住
民
課
ま
た
は
帯

広
年
金
事
務
所
で
手
続
き
を
し
ま
す
。

ま
た
、
平
成
29
年
度
に
学
生
納
付
特
例

が
承
認
さ
れ
て
い
て
、
平
成
30
年
度
も

引
き
続
き
同
じ
学
校
に
在
学
予
定
の
人

平成28年４月時点で、20歳以上で在学していた場合

平成28年４月平成30年５月

平成30年５月中であれば、平成28年４月分まで
さかのぼって申請することができる

検 索帯広市ものづくり総合支援補助金

表

図　過年度分の申請例

（※１）障害基礎年金および遺族基礎年金を受けるた
めには一定の要件があります。

（※２）保険料を10年以内に納付（追納）すると年金
額に反映されます。

老齢基礎年金 障害基礎年金（※１）
遺族基礎年金

受給資格期
間への算入

年金額への
反映

受給資格期間
への算入

納付 ○ ○ ○

学生納付特例 ○ × ○

未納 × × ×
（※２）

補助金を活用した成果品




